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NEWS ＆ TOPICS …P4　 介護報酬、障害福祉サービス等報酬の改定内容明らかに
　　　　　　　　　　　　 　 ̶ 感染症対策を踏まえ、全体的な引き上げへ
連 載  …P6　「緊急事態宣言」今、ふりかえって　最終回　一度目の緊急事態宣言を越えて見えたこれからの課題
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　　　　　　　　　　　　̶ 地上８階建、反町駅前に８月オープン

 【詳しくは12面へ】　―（Ｎ）もくせい・ティールームもくせい
▶今月の表紙　おすすめパンはどれですか？

利用者の生活を支える社会福祉従事者の
学びの機会をつくり続けるために
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利用者の生活を支える社会福祉従事者の
学びの機会をつくり続けるために

専
門
職
の
土
台
と
な
る
研
修
ニ
ー
ズ

　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
法
人
・
事
業
所

に
お
け
る
人
材
育
成
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
に
、
令
和
２
年
５
月
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
職
員

研
修
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
か
ら
は
多
く
の
現
場
で
、

感
染
防
止
対
策
の
う
え
、
新
人
職
員
に
対

す
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
研
修
を
工
夫
し
て
実
施
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
研
修
内
容
と
し

て
、「
階
層
別
の
役
割
」「
福
祉
従
事
者
の

基
本
姿
勢
」が
多
く
あ
げ
ら
れ
、無
資
格
・

未
経
験
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
等
多
様
な

背
景
の
あ
る
職
員
が
従
事
す
る
福
祉
の
現

場
に
お
い
て
、
専
門
職
と
し
て
の
土
台
を

つ
く
る
た
め
の
研
修
ニ
ー
ズ
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。【
図
１
】

オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
を
活
用
し

た
職
場
内
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
促
進

　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
対
面
に
よ
る
研
修

に
先
駆
け
、「
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

（
新
任
介
護
職
員
コ
ー
ス
）」
を
、
介
護
福

祉
の
理
念
や
基
礎
的
な
知
識
を
学
習
す
る

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
研
修
（
動
画
視
聴
と
研

修
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
）
と
し
て
、
令
和
２

年
７
月
か
ら
８
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
受

講
事
業
所
の
研
修
担
当
者
か
ら
、「
職
員
が

研
修
動
画
で
分
か
ら
な
い
専
門
用
語
を
調

べ
、
現
場
で
の
ケ
ア
と
研
修
内
容
を
結
び

付
け
、
仕
事
に
生
か
し
て
い
た
」
と
い
う

声
が
届
き
ま
し
た
。
現
場
の
人
材
不
足
や

感
染
症
対
策
に
よ
り
職
場
外
研
修
へ
の
派

遣
が
難
し
い
法
人
・
事
業
所
が
、
こ
う
し

た
福
祉
・
介
護
の
基
本
理
念
や
考
え
方
を

職
場
で
振
り
返
る
機
会
を
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
型
研
修
を
活
用
し
職
場
内
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
結

び
つ
け
て
行
う
こ
と
で
、
職
員
の
専
門
性

を
向
上
さ
せ
る
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
研
修
は
、
同
一
事
業

所
か
ら
複
数
名
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
職
員
の
学
び
の
機
会
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
指
導
的
職
員

が
初
任
者
を
対
象
と
し
た
研
修
に
、
新
人

指
導
の
た
め
に
学
び
直
し
た
い
と
の
理
由

で
、
受
講
を
希
望
す
る
問
合
せ
も
複
数
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
各
階
層
で
求
め

ら
れ
る
専
門
性
に
対
応
し
、
職
場
内
Ｏ
Ｊ

Ｔ
と
連
携
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
証

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
学
べ
る
職
場
で
の
環
境
づ
く
り

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ

型
研
修
で
は
、
研
修
会
場
ま
で
の
移
動
距

離
や
小
規
模
事
業
所
の
た
め
、
集
合
型
研

　社会福祉従事者は専門職として、常に新しい課題や問題の解決に向けて学び続けることが求められま
す。しかしながら新型コロナウイルス感染症の影響により、従来から行ってきた集合対面型中心の研修方
法では学ぶ機会を十分につくることが難しくなっています。
　本会福祉研修センター（以下、研修センター）では、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により令
和２年２月末から研修を中止していましたが、７月からはオンラインを活用した研修を、また９月からは
「感染症拡大防止に対応した研修運営ガイドライン」を策定し、それに沿って集合対面型研修を再開するな
ど、実施方法を多様化して行っています【表１】。本号では、多様な実施方法で見えてきた社会福祉従事者
の専門性の向上のための研修の意義についてまとめます。

修
へ
の
派
遣
が
難
し
か
っ
た
法
人
・
事
業

所
も
受
講
で
き
る
等
、
職
場
で
の
人
材
育

成
に
オ
ン
ラ
イ
ン
型
研
修
の
活
用
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
職
場
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
整
備
に
関
す
る
課

題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

一
点
目
は
、
研
修
の
受
講
時
間
や
場
所

の
確
保
で
す
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
実
施
し

た
研
修
の
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
研

修
受
講
時
間
に
つ
い
て
、「
業
務
時
間
外
に

職
場
で
受
講
」「
自
宅
等
職
場
外
で
受
講
」

が
28
・
２
％
【
図
２
】
と
な
り
、「
上
司
か

ら
業
務
時
間
内
で
受
講
を
指
示
さ
れ
た

が
、
業
務
を
優
先
し
、
時
間
外
や
自
宅
で

視
聴
し
た
」「
職
場
内
に
い
る
た
め
、
視
聴

中
に
呼
ば
れ
、
集
中
し
た
受
講
が
難
し
い
」

【図１】人材育成に特に必要な研修（複数回答）
（新型コロナウイルス感染症の影響による職員研修状況アンケート）

【表１】研修実施方法の多様化
■集合対面型
（例）福祉職員キャリアパス対応
生涯研修課程等
■オンデマンド型（研修動画の
配信と職場実践、研修レポート）
（例）接遇マナー、会計簿記研修
■オンラインライブ型（web会
議システムの活用）
■ハイブリッド型（実施方法の
組み合わせによる実施）
（例）スーパーバイザー研修等
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な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

職
場
内
で
行
わ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
研

修
が
、
職
場
外
へ
の
派
遣
研
修
と
同
様
に
、

業
務
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
き
、
職
員
が

安
心
し
て
受
講
で
き
る
よ
う
に
、
勤
務
時

間
内
の
研
修
時
間
や
研
修
を
受
講
す
る
た

め
の
個
室
の
確
保
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

二
点
目
は
パ
ソ
コ
ン
等
の
受
講
の
た
め

の
機
器
の
整
備
で
す
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型

研
修
の
受
講
者
に
視
聴
環
境
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
約
半
数
の
受
講
者
が
「
個
人
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
」
し

て
い
る
な
ど
、
現
場
で
は
職
員
育
成
に
使

用
で
き
る
機
器
や
通
信
環
境
の
整
備
が
十

分
と
は
言
え
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
現
場
で
の
人
材
育
成
や
情
報
の
共

有
化
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
が
図
ら
れ
る

た
め
に
は
、
法
人
・
事
業
所
で
の
環
境
整

備
が
喫
緊
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

組
織
を
越
え
て
出
会
い
、
学
び

合
う
意
義

　

集
合
対
面
型
研
修
の
再
開
に
よ
り
、
改

め
て
受
講
者
同
士
の
交
流
に
よ
る
研
修
効

果
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。「
福
祉
職
員
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修
課
程
（
全
国
共

通
課
程
）」
等
の
階
層
別
の
基
幹
研
修
は
、

主
に
受
講
者
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
学
び
合
う
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
様
々
な
職
種
や
法
人
と
の
交
流

に
よ
り
、
違
う
視
点
で
の
物
事
の
見
方
、

価
値
観
を
知
る
と
て
も
良
い
機
会
だ
っ
た
」

「
支
援
に
つ
い
て
固
定
観
念
や
先
入
観
で

判
断
し
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
」
な
ど
、

受
講
者
が
自
身
の
意
見
を
ま
と
め
、
他
者

の
意
見
を
聞
き
共
感
し
合
う
こ
と
、
職
場

か
ら
離
れ
て
組
織
の
支
援
を
見
つ
め
直
す

こ
と
で
、
専
門
職
と
し
て
の
新
た
な
学
び

や
気
付
き
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
新
卒
新
人
や
他
業
種
か
ら
入
職

し
た
社
会
人
経
験
者
が
同
期
と
し
て
出
会

い
、交
流
を
通
じ
て
、専
門
職
と
し
て
キ
ャ

リ
ア
を
開
始
す
る
機
会
と
し
て
実
施
し
た

「
新
任
福
祉
・
介
護
施
設
等
職
員
合
同
交

流
・
研
修
会
」
で
は
、
受
講
者
か
ら
「
支

援
の
喜
び
や
大
変
さ
が
似
て
い
て
安
心
で

き
た
」「
対
人
援
助
の
専
門
性
に
つ
い
て
よ

り
深
く
学
び
た
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
分
野
を
越
え
て
同
じ
立
場
の

職
業
人
が
共
に
学
び
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

を
振
り
返
る
経
験
を
持
つ
こ
と
は
、
自
組

織
だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
日
常
の
職
務
か
ら
離
れ
た
交
流

に
よ
り
専
門
職
と
し
て
自
己
検
証
し
、
学

び
続
け
る
姿
勢
を
つ
く
る
こ
と
が
「
対
面

研
修
」
の
大
切
な
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
が
、
各
階
層
や

職
務
で
の
課
題
に
対
応
す
る
際
に
、
必
要

に
応
じ
て
職
場
研
修
と
し
て
用
意
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
人
材
の
定
着
に
結
び
つ
く

こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

法
人
・
事
業
所
と
と
も
に
つ
く

る
学
び
の
機
会
づ
く
り

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、「
人
を
相
手
と
し

て
、人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
専
門
的
な
サ
ー

ビ
ス
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
職
員
一
人
ひ

と
り
の
専
門
性
と
、
職
場
に
お
け
る
人
材

育
成
の
環
境
が
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
直
接
結

び
つ
く
特
性
が
あ
り
ま
す
。
法
人
・
事
業

所
の
人
材
育
成
と
し
て
、
職
場
内
Ｏ
Ｊ
Ｔ

や
職
員
研
修
に
、
外
部
研
修
の
Ｏ
Ｆ
Ｆ
‐

Ｊ
Ｔ
と
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
や
職
務
を
離

れ
た
場
で
の
特
徴
を
生
か
し
、
専
門
性
の

向
上
の
た
め
の
学
ぶ
機
会
を
作
り
続
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

本
年
度
は
、
法
人
・
事
業
所
か
ら
の
声

を
も
と
に
、
講
師
と
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
再
検
討
、
受
講
者
の
研
修
で
の
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
へ
の
理
解
や
、
現
場
で
の

受
講
環
境
の
準
備
等
に
対
す
る
法
人
・
事

業
所
の
多
く
の
協
力
の
も
と
、
多
様
な
実

施
方
法
を
通
じ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
特
徴

を
踏
ま
え
た
活
用
の
可
能
性
、
職
務
を
離

れ
た
場
で
の
研
修
の
意
義
を
確
認
し
て
き

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、法
人
・
事
業
所
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
の
仕
組
み
と
連
携
し
、
階
層
別

研
修
を
軸
に
集
合
対
面
型
研
修
に
て
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
研
修
に
よ
り
、
社
会
福
祉
従
事
者
の
学

び
の
機
会
の
確
保
に
向
け
、
法
人
・
事
業

所
に
お
け
る
人
材
育
成
の
環
境
整
備
の
あ

り
方
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
県
域
の
専

門
研
修
機
関
と
し
て
、「
新
し
い
日
常
」
を

踏
ま
え
た
研
修
の
あ
り
方
が
、
今
後
の
人

材
育
成
の
常
態
と
な
る
よ
う
事
業
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。（
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
）

【図２】研修の受講時間
（新任福祉・介護施設等職員合同交流・研修
会アンケート、受講者回答数：78）

① 所属、立場を越えて学び
合う受講者。対面型研修
ではパーテーションをし
て、グループワークを行う。
② 感染防止対策の協力案
内、健康チェック票
③ オンラインライブ配信に
よる研修の一場面

令和３年度の研修計画
は、令和３年３月下旬
に法人への案内を予定
しています。
各研修情報は、福祉研
修センターホームペー
ジにてご確認ください。
https://www.kfkc.jp/

① 

③

②  
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改定内容は厚生労働省のホームページ
にて公開されています。

介護報酬改定
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/
shingi-hosho_126698.html

障害福祉サービス等報酬改定
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/
other-syougai_446935_00001.html

　

今
回
の
報
酬
改
定
は
、
い
ず
れ
の
種

別
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

鑑
み
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本

報
酬
が
上
乗
せ
と
な
る
項
目
も
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
い
ず
れ
も
共
通
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
災
害

時
に
お
け
る
対
応
力
の
強
化
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。
緊
急
時
に
あ
っ
て
も
、

利
用
者
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
業
務
継

続
計
画
の
作
成
や
研
修
等
の
実
施
を
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
義
務
づ
け
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
報
酬
改
定
で
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、
科
学
的
介
護
の
取
り
組
み
、
ま

た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
等
に
よ
る
業

務
効
率
化
の
推
進
で
す
。「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｓ

Ｅ
」
と
呼
ば
れ
る
、
高
齢
者
の
状
態
や

ケ
ア
の
内
容
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
よ
り
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
こ
と
や
、

テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
た
各
種
会
議
の

実
施
が
認
め
ら
れ
る
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を

推
進
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
で

ま
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
利
用
控

え
等
の
問
題
も
あ
る
中
で
、
基
本
報
酬

引
き
上
げ
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
出
て

く
る
の
か
、
今
後
の
課
題
は
多
く
残
っ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
報
酬
に
お
い
て
は
、
今

回
の
改
定
と
は
別
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴

う
特
例
加
算
等
の
施
策
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
感
染
症
か
ら
回
復
し
た
高
齢
者

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
特
例
加
算
の
ほ

か
、
通
所
介
護
事
業
所
に
は
４
月
か
ら
、

新
た
な
措
置
を
設
け
る
方
針
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
混
同
し
な
い
よ
う
、

制
度
の
動
向
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

介
護
報
酬
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
改
定
内
容
明
ら
か
に

 

ー 

感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
、
全
体
的
な
引
き
上
げ
へ

　

令
和
３
年
４
月
の
施
行
を
目
指
し
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
介
護
報
酬
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
改
定
内

容
が
、
厚
生
労
働
省
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
報
酬
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

報
酬
は
、
い
わ
ゆ
る
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
料
金
体
系
で
、
事
業
者
に
と
っ
て
は

収
入
の
単
価
と
な
る
も
の
で
す
。
３
年

に
一
度
、
改
定
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

は
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
基
本
報
酬
が
新

た
に
創
設
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
自
分
で
動
け
る
が
見
守
り

が
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て

も
、
見
守
り
に
関
す
る
評
価
項
目
を
加

え
る
こ
と
や
、
事
業
所
で
の
受
け
入
れ

を
促
進
す
る
為
、「
医
療
連
携
体
制
加

算
」
に
よ
っ
て
単
価
の
充
実
を
図
る
等
、

大
幅
な
改
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
場
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

踏
ま
え
た
内
容
に
な
っ
た
一
方
で
、
利

用
者
側
に
と
っ
て
は
、
介
護
に
か
か
る

費
用
の
負
担
が
増
す
こ
と
に
な
っ
て
し

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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1月26日～2月25日　　　
※新聞等掲載時点

●相談事業支援にAI試験導入
　秦野市は、相談支援機関へAI
相談支援サービスを試験導入し
た。相談内容の文書化する、相談
内容から適切な福祉サービスを判
断して画面に表示する等、相談員
の負担軽減が期待されている。

●政府備蓄米の無償交付、子ど
も宅食にも
　農林水産省は29日、学校給食用
等政府備蓄米交付要領を改正した
ことを関係機関に通知した。コロ
ナ禍で子ども食堂が開催しにくい
状況を踏まえ、子ども宅食にも交
付できるように変更されている。

●認知症カフェ、リモート開催指南
　県は、コロナ禍で認知症の症状
が悪化傾向になる等の課題を踏ま
え、リモートで認知症カフェが開
催できるよう支援する「リモート
認知症カフェ応援事業」を開始。
リモート開催マニュアルの公開等
を行っている。

●総合支援資金、再貸付へ
　厚生労働省は2月2日、コロナ
禍に伴う特例貸付の総合支援資金
について、再貸付を実施すると発
表した。緊急小口資金について
は、住民税非課税世帯の償還を一
括免除にすると、同日に公表して
いる。

●第３次補正予算が成立
　１月28日、第３次補正予算が可
決、成立した。コロナ禍で未だに
ひっ迫している医療機関への支援
と、福祉施設での感染拡大防止策
への予算が内容を大きく占めてい
る。

●親族の代理出金が可能に
　全国銀行協会は、認知機能が低
下した方の預金を親族が代わりに
引き出すことについて、条件付き
で認める見解を示した。あくまで
運用の柔軟化を目指したもので、
成年後見制度の利用を求めること
が基本。

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

令和２年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK19-12918　2020.2.10 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

ふくしの保険 検索
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

感
染
症
対
策
と

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
と
の
両
立

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
「
ど
の
よ
う

に
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
地
域
福
祉
活
動
を
継
続
す
る

の
か
」
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
一
貫
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
３
密
」
で
す
。

「
密
接
」「
密
集
」「
密
閉
」
の
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
状
況
の
こ
と
を
指
し
た
言
葉
で
、

一
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
に
は
、

こ
れ
を
回
避
す
る
こ
と
が
特
に
強
く
呼
び

か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
外
出
自
粛
、
人

と
の
接
触
機
会
を
減
ら
す
等
の
行
動
に
よ

り
感
染
者
数
の
減
少
等
の
効
果
が
あ
っ
た

一
方
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
途
絶

連載　「緊急事態宣言」
今、ふりかえって

最終回

一
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
を
越
え
て
見
え
た
こ
れ
か
ら
の
課
題

　

本
連
載
で
は
、
社
会
福
祉
施
設
、
居
場
所
実
践
者
、
市
民
活
動
者
等
、
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

　

前
例
の
な
い
緊
急
の
事
態
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
噴
出
し
た
り
、
以
前
の
よ
う
に
い
か
ず
活
動
が
ま
ま
な
ら

な
く
な
っ
た
り
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、
福
祉
分
野
に
お
い
て
も
大
き
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
し

て
生
ま
れ
た
活
動
の
あ
り
方
、
手
法
が
出
て
く
る
等
、「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
な
が
る
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

連
載
最
終
回
で
あ
る
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
材
等
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

※
本
紙
は
２
月
末
時
点
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
高
齢

者
や
疾
患
の
あ
る
方
が
感
染
す
る
と
重
症

化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
福
祉
分
野
、
特
に
介
護
や
介
助

に
お
い
て
、「
３
密
」
回
避
の
対
策
だ
け
で

は
、
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
人
を
生
み
出
し
か
ね
ま
せ
ん
。
つ
な
が

り
が
途
絶
え
る
こ
と
で
、
う
ま
く
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
取
材
の
中
で
、
予
防
策
の
手
段

に
配
慮
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
も
聞
か
れ

ま
し
た
。
例
え
ば
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ

い
て
、
感
覚
過
敏
の
た
め
着
用
の
難
し
い

方
が
い
た
り
、
聴
覚
障
害
の
方
に
と
っ
て

は
意
思
疎
通
を
難
し
く
し
て
し
ま
う
要
因

に
な
る
な
ど
、
マ
ス
ク
着
用
以
外
で
予
防

で
き
る
方
法
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
個
々
人
の
状

況
に
合
っ
た
方
法
で
、
要
支
援
者
の
生
活

を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
感
染
対
策
と

生
活
維
持
の
両
面
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
で
き
る
対
策
や
工
夫
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

予
防
策
の
徹
底
に
む
け
て

　

一
度
目
の
宣
言
発
令
時
、
明
確
な
治
療

法
や
予
防
策
が
定
ま
ら
な
い
中
で
、
特
に

徹
底
さ
れ
た
の
が
「
標
準
予
防
策
」
で
す
。

も
と
も
と
、
Ｏ
１
５
７
を
は
じ
め
と
す
る

感
染
症
対
策
を
講
じ
て
き
た
社
会
福
祉
施

設
等
で
は
、
既
に
行
っ
て
い
る
衛
生
管
理
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の
業
務
を
、
清
掃
の
回
数
を
増
や
す
、
消

毒
の
頻
度
を
あ
げ
る
等
拡
大
し
、
徹
底
し

て
取
り
組
む
よ
う
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
活
動
な
ど
の
現
場
や

関
係
団
体
で
は
、
対
面
の
必
要
な
支
援
の

際
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
徹
底
す
る
、
対

面
で
会
話
す
る
時
間
を
短
く
す
る
よ
う
心

掛
け
る
等
、
対
策
を
行
っ
て
い
る
様
子
が

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
対
策
の
徹
底
が
進
む
中
、
衛

生
物
品
の
安
定
し
た
確
保
に
つ
い
て
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
需
要
の
増
加

に
よ
る
品
薄
状
態
が
続
い
た
こ
と
が
要
因

で
す
。
社
会
福
祉
施
設
で
は
、
近
隣
の
方

か
ら
の
寄
附
で
補
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
状
況
が
長
期
化
す
れ
ば
、

安
定
し
た
供
給
は
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
在
宅
介
護
・
療
養
の
家
庭
に

お
い
て
も
、
物
品
の
不
足
は
命
に
か
か
わ

る
問
題
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

本
会
部
会
・
協
議
会
や
関
係
機
関
団
体

で
は
、
衛
生
物
品
の
安
定
し
た
供
給
を
求

め
、
県
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
県
は
、
必
要
に
応
じ
て
調
達
の

支
援
を
行
う
等
、
安
定
し
た
供
給
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
予
防
策
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
物
品
の
不
足
に
よ
っ
て
生
活
が
困
難

に
な
る
人
を
だ
さ
な
い
た
め
、
衛
生
物
品

の
安
定
し
た
供
給
を
継
続
し
て
行
う
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

正
し
い
情
報
の
共
有
で
進
め
る
対
策

　

取
材
の
中
で
は
、
新
し
い
手
法
の
導
入

や
さ
ま
ざ
ま
工
夫
に
よ
っ
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
地
域
福
祉
活
動
を
継
続
し
て
い
る

様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
電
話
を
用
い
て
、
利
用
者
と
そ
の

家
族
の
面
会
を
実
施
し
て
い
る
社
会
福
祉

施
設
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い
て
発
達
障

害
児
の
学
習
支
援
や
療
育
相
談
を
行
っ
て

い
る
団
体
等
、「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
も
ひ

と
つ
の
方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め

る
う
え
で
の
課
題
も
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
苦
し
い
状
況
に
お
か
れ
た
現
場
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
、「
ど
う

や
っ
て
対
策
す
れ
ば
い
い
か
」
の
情
報
を

求
め
る
声
は
特
に
大
き
か
っ
た
と
言
え
ま

す
。
行
政
で
の
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
他
の
施
設
や
関
係
機
関
で
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ

ら
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
も
、

重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
一
度
目
の
宣
言
発
令
時
の

状
況
を
踏
ま
え
、
感
染
症
対
策
に
関
す
る

情
報
が
多
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
本
紙
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
神

奈
川
県
看
護
協
会
か
ら
研
修
等
を
通
じ
て

感
染
対
策
に
関
す
る
情
報
提
供
が
行
わ
れ

て
い
る
ほ
か
、
最
近
で
は
厚
生
労
働
省
か

ら
感
染
症
対
策
の
ガ
イ
ド
が
公
開
さ
れ
る

等
、
業
務
や
活
動
を
続
け
て
い
く
為
の
情

報
は
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

二
度
目
の
宣
言
発
令
や
感
染
者
数
の
増

大
等
と
い
っ
た
状
況
が
続
く
今
、
コ
ロ
ナ

あ
り
き
の
生
活
様
式
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
以
前
の
よ
う
な
混
乱
に
陥
ら
な

い
た
め
に
も
、
業
務
や
活
動
の
あ
り
方
を

見
直
す
等
、
こ
れ
か
ら
に
向
け
た
整
備
を

継
続
し
て
行
い
な
が
ら
、
正
し
い
情
報
の

共
有
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
福
祉
と

　
　
　

コ
ロ
ナ
あ
り
き
の
あ
り
方

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行

し
始
め
て
か
ら
一
年
。
従
来
の
や
り
方
で

は
通
用
し
な
い
こ
と
も
多
く
あ
る
こ
と
、

県
民
生
活
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
制
度
・

施
策
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
、
感
染
症
対
策
に
か
か
わ
る
業
務
等
負

担
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か

ら
も
課
題
や
問
題
が
大
き
な
壁
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
業
務
や
活
動
の
継
続
に

は
、
関
係
団
体
と
広
く
連
携
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
す
。
取
材
の
中
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
発
揮
し
つ
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
、
団
体
と
連
携
し
て
い
る

様
子
も
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
県
か
ら
「
社
会
福
祉
施
設

等
応
援
職
員
派
遣
等
調
整
事
業
」
の
一
部

業
務
を
受
託
し
て
い
ま
す
。
感
染
者
が
出

て
し
ま
っ
た
施
設
の
運
営
を
混
乱
な
く
継

続
さ
せ
る
た
め
、
施
設
間
で
福
祉
従
事
者

の
派
遣
を
行
う
施
策
で
、
社
会
福
祉
法

人
・
施
設
間
で
の
連
携
が
広
ま
る
き
っ
か

け
と
し
て
期
待
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
連
携
・
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

連
載
と
し
て
は
今
回
で
一
旦
終
了
し
ま

す
が
、
本
会
で
は
本
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
や
対
策
、

工
夫
等
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
継
続
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
関
す
る
情
報
の
発
信
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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家の中で喚いている妻も静かになっていて、私も再び
安寧な生活に戻ることができました。アルツハイマー
の妻を「アリツハイマー」がサポートしてくれたのです。
　「煮詰まり状態」になったら、一度外へ出て、アリた
ちを眺めます。時に画用紙と鉛筆を持ち出して、「アリ
ツハイマーマップ」作りをしてみます。一匹のアリを
目で追って、そのアリの歩くコースを地図にするという
作業です。こうして観察してみると、命の強靭さに驚
かされます。狭い地面やベランダのプランターの中の
土でも、大きな命を育んでいることに感動するのです。
　一歩外に出ただけでも、新たな発見につながるきっか
けがあるのだなと感じます。そして、その感動のおかげで
平常心を取り戻し、「煮詰まり状態」が解消されたのです。
　行き詰ったら、一緒にアリを眺めてみませんか？結
構おすすめです。

会からのインフォメーション － 悩みを話して気分転換
　日々の介護で悩んだり、疲れたりしたときは、一度
介護から離れ、気分転換することもひとつの解決方法
です。しかし、自分にあった気分転換の方法が見つか
らない、うまい逃げ方がわからない等、気持ちの整理
の仕方に困ることもあるかと思います。
　認知症の人と家族の会神奈川支部では、介護家族が
介護のつらさや今後の不安を話し、他の介護経験者の
話を聞くことのできる「家族懇談会」を開催していま
す。他の経験者がどのようにリフレッシュしているの
か聞いてみることで、今後の介護生活のヒントにでき
るかもしれません。
　この他、「看取った介護家族のつどい」や電話相談窓
口等も行っています。認知症の人との向き合い方や介
護の仕方に困ったり、「煮詰まり状態」から抜け出せな
くなったりしたときは、会や相談窓口で、今のつらさ
を話してみてはいかがでしょうか。

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　認知症の人のお世話には「よりそう」「ふれあう」
「ほほえみあう」が大切になります。
　でも、介護者の気持ちによって、どうしてもうまく
いかない、解決できない問題に直面したら…。「密」
を一度避けることも大切かもしれません。
　今回は、会に所属する方に、どのように気持ちをリ
セットしたのか、体験談をお寄せいただきました。

ときには「密」な介護から逃げてみて

〈連絡先〉 〒212－0016川崎市幸区南幸町１－31
　　　　 グレース川崎203号
　　　　 ☎FAX 044－522－6801
　　　　 毎週（月）（水）（金）午前10時～午後４時

 今月は
  ⇨ 認知症の人と家族の会神奈川県支部
 がお伝えします !　

　認知症の人と家族の会は1980年に、神奈川県支部は1981年に
発足。家族のつどい、介護相談、会報の発行、啓発活動、調査
研究、行政への要望などを行ってきました。

◇開催日等の詳細はホームページをご覧ください
URL https://sites.google.com/site/kazokukanaga
wa/home

煮詰まる家族
　妻が49歳の時に「若年性アルツハイマー病」と診断
を受け、それから17年間、家庭での生活を中心に世話
してきました。最期は我が家で亡くなったのですが、
それがお正月だったものですから、家族が集まってい
て、みんなに看取られてのお別れでした。
　臨終の時は、集まっている皆に「静かに、声かけた
りしないでね。今、三途の川を渡っている時だから。
声かけたら、振りむいて戻ってきてしまうから」とお
願いをして、静かな見送りになりました。最後まで笑
いと涙のお世話ができたと思います。
　あれからもう２年。あの時、現在のように、新型コ
ロナウイルスの感染が危惧されている状況でしたら、
「三密」を避けるために誰からも声をかけられず、淋し
い看取りになっていたのかもしれません。
　感染症予防対策として言われる「三密」ですが、認
知症の人のお世話には重要なポイントだったりしま
す。「よりそう」「ふれあう」「ほほえみあう」。そのよ
うに向き合い、関われたらすてきですよね。
　しかし、認知症の進行に伴って、家族にとっては深
刻な問題を抱えるようになることがあります。これま
で穏やかに過ごしていたのに急に不穏になって、なだ
めても安静にならない。背中をさすっても、手を握っ
ても、好きなプリンを差し出しても、怒りまくって、
穏やかにならない。そうなると、家族も「煮詰まって
しまう」究極の状況に陥ることがあります。
　こらえ性のない私は、しょっちゅう、頭のてっぺんか
ら煙が出ているように思えたり、妻に手をあげてしまい
そうになったり、「煮詰まり状態」に陥ってしまいました。
　さて、そんな時はどうしましょう？

アリツハイマーマップ－アリが歩くコースを地図に
　私は、決まって妻の前から逃げることにしていまし
た。「密」からの逃走です。私がいなくなったら、面倒
を見てくれる人はいなくなるのですが、それでも、家
から一歩出て、玄関先で耳をふさぐのです。
　すると私の前をアリが一匹、よく見ると周りにも数匹
のアリが見えてきます。ふさいでいた耳から手を離す
と、アリたちの歌まで聞こえてきます。♪♪ぼくらはみ
んな生きている　生きているからハイマール（徘徊！）
♪♪って歌っているのです。しばらくそうしていると、
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福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地
の福祉関連の当事者・職能
団体等の方々から日ごろの
取り組みをご寄稿いただき
ます。

～地域で育てよう子どもたち～ K（クゲヌマ）F（ファザーズ）P（パトロール）

KFP鵠沼おやじパトロール隊　名誉隊長
KFPおやじネットワーク 代表

小林　昭二
　子どもたちの安全・安心を守り、成長を見守りバッ
クアップするために立ち上げた、藤沢市立鵠沼小、鵠
沼中、鵠洋小の在校生及び卒業生を持つおやじ達によ
る防犯ボランティア団体です。学校行事や登下校、地
域の定期的なパトロール活動を中心に、交流・イベン
ト活動、各種サークル活動も積極的に行っております。
URL http://www.kfp-kugenuma.org

2020年で創立60周年 

〒236－0004
横浜市金沢区福浦2－1－12
TEL 045(785)1700
FAX 045(784)6902 http://www.kki.co.jp/

デザイン

印 刷

ホームページ
制作

防犯カメラ、AEDの販売・リースの
ほか、不審者侵入、火災発生など施
設の異常検知と緊急通報に警備員が
駆付け対応し、被害拡大を早期に防
ぎます。お気軽にご相談下さい。

　平成16年春先、鵠沼小学区で児童に対する痴漢、
不審者情報が多発していました。この時、平成13年
に大阪で起きた児童殺傷事件が頭を過ぎり、「子ど
もたちを守ろう」「子どもたちのためにできること
をやろう」と、当時の校長先生やＰＴＡ役員の皆さ
んにご協力をいただきながら、７月に「ＫＦＰ鵠沼
おやじパトロール隊」を発足しました。翌年４月に
鵠沼中学校、その翌年には鵠洋小学校でもパトロー
ル隊を結成。鵠沼小と鵠洋小の児童のほとんどが鵠
沼中に行くこともあり、三校で連携できるよう「Ｋ
ＦＰ三校連絡協議会」を結成しました。平成29年に
は小中学校ＯＢによる「ＫＦＰおやじクラブ」を結
成。「ＫＦＰ三校連絡協議会」は「ＫＦＰおやじネッ
トワーク」へ改名し、今日に至ります。
　活動の目的は大きく分けて二つ。一つは、犯罪の
抑止力になることです。オリジナルの黄色いベスト
等を着用したおやじ達が通学路、学校周辺や地域イ
ベント等さまざまな場所で活動することで「ここで
は犯罪はできないぞ」と思わせ、子どもたちや地域
の方に安全・安心をもたらします。また、定例会、
ＳＮＳや一斉メール等で情報共有を行い、学校と連
携することで、犯罪の抑止につなげています。
　そしてもう一つは「おやじ達の交流」です。職種
や年齢は違っても、同じ地域に住む者同士。パトロ
ール以外でも交流することで、自身も楽しむことを

目的としています。地引網やバーベキュー、お祭り
等、子どもたちや家族とのイベントもそうですが、
特筆すべきは、趣味や特技を生かしたサークル活動
が盛んなこと。マラソン等のスポーツ、キャンプ等
のレジャー、バンド活動等さまざまで、年１回行わ
れているママチャリレースでは大活躍しています。
現在はコロナ過で活動は限られていますが、それぞ
れのやり方で楽しんでいるようです。
　結成して15年以上経ちました。大事なのは無理を
せず「できるときにできることをする」そして「継
続は力なり」だと思います。毎年新しい隊員が増
え、おやじクラブには定年を迎える人も出てきま
す。「おはようパトロール」「おかえりパトロール」
で子どもたちが安心して登下校できるよう、たくさ
んのＫＦＰのおやじ達で見守っていけたらと思いま
す。そして、これからも子どもたちと地域の安全・
安心のお役にたてれば幸いです。
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和２年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、
　普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22
プラン33
プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）

2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円
1,500円

1～50名

51～100名
100名以降1名～10名増ごと200万円

20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
　

　
　
　
　
と
　

　
　
　
　
　
　

で
す
。
　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

〈SJNK19-14131 2020.2.7作成〉
損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

ま
ざ
ま
な
形
で
県
域
の
福
祉
推
進
に
一

層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
本
会
事
務
室
の
他
、

研
修
室
（
約
60
名
定
員
）
３
部
屋
、
会

議
室
（
約
40
名
定
員
）
３
部
屋
、
福
祉

関
係
団
体
の
共
同
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
、

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
福
祉
に
携

わ
る
人
々
が
交
流
し
、
協
働
し
て
福
祉

推
進
を
図
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の

環
境
を
備
え
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
方
々
が
使
い
や
す
い
設
備

と
な
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

ご
支
援
（
協
賛
金
）
の
お
願
い

　

セ
ン
タ
ー
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
会
員
を
は
じ
め
福
祉
関
係
者

の
皆
様
、
企
業
の
皆
様
、
個
人
の
方
か

ら
多
く
の
ご
支
援
（
協
賛
金
）
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
厚
意
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
協
賛
金
は
会

議
室
、
研
修
室
の
設
備
・
備
品
の
た
め

の
費
用
等
に
充
て
る
こ
と
と
し
、
目
標

額
（
３
千
万
円
）
の
達
成
を
目
指
し
、

現
在
も
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
新
拠
点
の
整
備
事
業
へ
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
福
祉
拠
点
整
備
担
当
）

　

本
会
で
は
、
県
域
の
福
祉
推
進
の
拠

点
と
な
る
「
神
奈
川
県
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）」
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
地

上
８
階
建
、
東
急
東
横
線
反
町
駅
か
ら

徒
歩
１
分
の
立
地
に
あ
り
、
令
和
３
年

８
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
整
備
計
画
が
始
ま
っ
て
約
５

年
、
完
成
を
間
近
に
控
え
、
今
後
、
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
の
拠
点
で
あ
る
神
奈
川
県
社
会

福
祉
会
館
は
、開
館
か
ら
50
年
が
経
過
、

設
備
の
老
朽
化
が
進
み
十
分
な
機
能
を

果
た
す
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
会
が
県
の
支
援
を
受
け
、

セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

新
拠
点
で
は
、
福
祉
関
係
者
の
連
絡

調
整
や
交
流
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
養

成
、
災
害
時
の
福
祉
的
支
援
な
ど
、
さ

「
神
奈
川
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

ー
地
上
８
階
建
、
反
町
駅
前
に
８
月
オ
ー
プ
ン

建物外観
（手前は国道１号線）
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役員会のうごき

◇理事会＝2月1日（月）①正会員の入
会申込み②民生委員児童委員協議
会の会員の位置付け及び会費額の
見直しの方向性③評議員会の招集

新会員紹介

【経営者部会】（福）慈母会、（福）川崎
立正福祉会

本会への応援に感謝いたします

【賛助会員】本会事業の趣旨に賛同
いただき、ご入会いただきました企
業・団体等
▽神奈川県信用金庫協会▽富士産業
（株）▽（一社）生命保険協会神奈川県
協会▽（株）アレーテー▽八木時雄税
理士事務所▽東洋羽毛首都圏販売
（株）横浜営業所▽（株）安江設計研究
所▽（株）トミヤ▽三井不動産レジデ
ンシャル（株）横浜支店事業企画室▽
（有）ナカマル商会▽第百ゼネラル
（株）ホテル横浜キャメロットジャパ
ン▽ニュートリー（株）▽東宝防災
（株）▽（一社）神奈川県指定自動車教
習所協会▽共和興業（株）▽かながわ
信用金庫▽オール・レンタル（株）▽
（株）タックルベリー▽（株）ホテル、
ニューグランド
【部会事業協力者】各種招待行事・寄
附等、本会部会事業にご協力いただ
きました企業・団体等
▽ＫＣＪ　ＧＲＯＵＰ（株）▽（公財）

【寄附物品】明治安田生命保険相互
会社、神奈川日産自動車（株）

【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（公社）フードバンクか
ながわ、（N）セカンド・ハーベス
トジャパン
 （いずれも順不同、敬称略）

神奈川県社会福祉センター整備事業
協賛ありがとうございました

富士屋ホテル（株）、（福）こやま社会
福祉事業会、（福）泉心会、綾瀬市民
生委員児童委員協議会、（福）清川村
社会福祉協議会、（福）偕恵園、座間
市民生委員児童委員協議会、（福）育
生会、（福）真鶴町社会福祉協議会、
藤沢障害福祉法人協議会、藤沢市民
生委員児童委員協議会、久野保育園
 （敬称略　R3.2.28時点）

福祉タイムズの感想を
お寄せください！

　お寄せいただいたご感想・ご意見
は、以降の紙面作成の参考とさせて
いただきます。ぜひ、お聞かせくだ
さい。
◇問合先＝企画調整・情報提供担当
　☎ 045-311-1423
　FAX 045‒312‒6302
　Mail kikaku＠knsyk.jp

資生堂社会福祉事業団▽（公財）ポー
ラ美術振興財団ポーラ美術館▽横浜
西ロータリークラブ▽横浜戸塚西
ロータリークラブ▽神奈川県民共済
生活協同組合▽（公財）神奈川新聞厚
生文化事業団▽（福）テレビ朝日福祉
文化事業団▽（一社）神奈川県養豚協
会▽（株）SL Creations▽（株）カレ
ンズ▽三菱商事（株）社会貢献チーム
▽ジョンソン（株）▽（一社）タイガー
マスク後援会▽（株）ゼンショーホー
ルディングス▽（Ｎ）ライツオン・チ
ルドレン▽（株）ベルン▽（Ｎ）クロス
ワイズ▽（株）トレンドリンクス▽横
浜幸銀信用組合▽夢ら丘実果▽関東
アイスクリーム協会▽神奈川県労働
者福祉協議会▽（一社）神奈川県自動
車会議所▽神奈川トヨタ自動車（株）
▽伊藤香苗▽（公財）報知社会福祉事
業団▽（一社）生命保険協会神奈川県
協会▽（株）龍角散
 （いずれも順不同、敬称略）

寄付金品ありがとうございます

【交通遺児援護基金】神奈川県港南
警察署、（株）エスホケン

【萬谷子ども福祉基金】神奈川県港
南警察署、（株）タックルベリー、
脇隆志、（株）エスホケン

【ともしび基金】県立総合教育セン
ター、ともしびショップ青い鳥、
（福）日本医療伝道会総合病院衣笠
病院
 （合計11件　365,844円）

　　

本紙の掲載広告を募集しています！
　本県の福祉機関・団体等の活動や社会福祉の動向をタイムリーに発信し、
幅広い福祉実践者を読者層とする「福祉タイムズ」を皆様の広報活動にぜ
ひお役立てください！

＜発行部数＞毎月16,500部（令和３年度発行予定数）
＜配布先＞社会福祉法人・福祉施設、地域包括支援センター、相談支援事
業者、民生委員児童委員、地区センター、行政福祉関係部署、福祉系学校
等約4,000カ所
＜掲載価格＞
　カラー30,000円、白黒8,000円～21,000円　※一回あたり、税抜
　

　　【問合先】企画調整・情報提供担当　　　  　　
☎045－311－1423　FAX045－312－6302
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と
こ
ろ
、「
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
も
く
せ
い
に

は
、
パ
ン
を
販
売
す
る
店
舗
と
パ
ン
を

作
る
作
業
場
が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
を
大
事

に
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
、
と
心
が

け
て
い
ま
す
」
と
穏
や
か
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

も
く
せ
い
は
、
開
所
し
て
か
ら
20
年

経
ち
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
も
一
緒
に

年
を
重
ね
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
若
い

頃
は
出
来
て
い
た
こ
と
が
40
代
に
な
り

難
し
く
な
る
人
も
い
ま
す
。
生
地
を
こ

ね
た
り
成
形
作
業
が
難
し
く
な
れ
ば
、

焼
き
あ
が
っ
た
パ
ン
の
袋
詰
め
を
担
当

し
て
も
ら
う
等
、
そ
の
人
の
ペ
ー
ス
や

得
意
な
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
に
通
所
し
た
い
、
と
要
望
が
あ
る

間
は
受
け
入
れ
て
い
け
る
よ
う
に
、
み

な
さ
ん
が
作
業
を
し
や
す
い
環
境
を

作
っ
て
い
く
の
が
仕
事
で
す
か
ら
」
と
、

何
の
気
負
い
も
な
く
自
然
体
で
話
す
根

田
さ
ん
。「『
今
日
は
よ
く
売
れ
た
ね
。

よ
か
っ
た
ね
』
と
、
み
ん
な
で
一
緒
に

気
持
ち
を
共
感
し
て
共
有
で
き
る
。
う

れ
し
い
こ
と
で
す
ね
」
と
も
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
も
く
せ
い
は
、
東
急

東
横
線
白
楽
駅
か
ら
歩
い
て
８
分
の
お

い
し
い
手
作
り
パ
ン
屋
さ
ん
。
ぜ
ひ
、

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2021（令和３）年3月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

　

目
玉
焼
き
パ
ン
、
コ
ロ
ッ
ケ
パ
ン
、

あ
ん
パ
ン
に
ア
ッ
プ
ル
デ
ニ
ッ
シ
ュ
。

月
２
回
の
水
曜
日
、
県
社
会
福
祉
会
館

に
は
、障
害
者
地
域
作
業
所
型「
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
も
く
せ
い（
以
下
、
も
く
せ
い
）」

の
と
び
っ
き
り
美
味
し
い
パ
ン
が
並
び

ま
す
。
12
時
か
ら
の
お
昼
休
み
に
は
、

県
社
協
は
じ
め
会
館
入
居
団
体
の
職
員

や
研
修
で
来
館
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
さ

ん
た
ち
な
ど
で
、
す
ぐ
に
行
列
。
取
材

し
た
日
も
10
分
足
ら
ず
で
売
り
切
れ
ま

し
た
。

　

も
く
せ
い
で
働
く
河
津
恵
美
子
さ
ん

は
、
会
館
で
の
販
売
歴
が
す
で
に
７
年
。

本
会
の
職
員
と
も
顔
な
じ
み
で
、
職
員

の
好
み
も
覚
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
取

材
時
、
買
い
に
来
て
い
た
職
員
か
ら
は

「『
メ
ン
チ
パ
ン
、
あ
り
ま
す
よ
』
と
声

を
か
け
て
く
れ
る
ん
だ
よ
ね
」
と
う
れ

し
そ
う
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

河
津
さ
ん
は
「
持
っ
て
き
た
パ
ン
が

全
部
売
れ
る
と
う
れ
し
い
」「
今
日
の
午

後
は
、も
く
せ
い
に
戻
っ
て
バ
タ
ー
ロ
ー

ル
の
生
地
を
仕
込
ん
で
冷
凍
し
ま
す
」

と
、
は
に
か
み
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

一
緒
に
販
売
に
来
て
い
る
職
員
の
根

田
政
秀
さ
ん
は
、
も
く
せ
い
に
勤
務
し

て
13
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

に
も
同
じ
法
人
の
神
奈
川
区
福
祉
活
動

ホ
ー
ム
や
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
も
く
せ
い
の

勤
務
を
経
験
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

　

そ
ん
な
根
田
さ
ん
に
、
仕
事
の
中
で

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
た

焼
き
立
て
パ
ン
が
う
れ
し
い
気
持
ち
を
つ
な
い
で
く
れ
る

―（
Ｎ
）も
く
せ
い
・
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
も
く
せ
い（
横
浜
市
神
奈
川
区
）

会館でのパン販売の様子。次から次へとお客さ
んが並ぶ。根田さん（左）と河津さん（左から２
番目）

神奈川県弁護士会
成年後見センター みまもり
まずはお電話ください「みまもりダイヤル」

045-211-7720 成年後見に関する
無料電話相談

（20分以内）

神奈川県弁護士会　〒231-0021 横浜市中区日本大通9

成年後見のことなら、どなたでも、どの段階でも弁護士が相談を受けます。

どれも美味しい！一番人気は、コロッケパン
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